
Suggestion “Vehicle resource management 

and the need for standards”

車両リソース管理と標準化の必要性

（車一台分HEXファイル管理とその運用について）
HONDA R&D SAMEZAWA
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最近はシステムの複雑化により、コンポーネント間の依存性が高くなっています。
ex）Fitパワートレインシステム

正しく結果を得る為には、Verの合った「HEX」で試験を行う必要があります

HONDAの理解

これらは、同時計測しなければパワートレインシステムを評価することが出来ません！

・同期計測が望ましい（場合により高速計測）・テストデータ ・正しく管理したい
ASAM MCD 1,2,3 ASAM POD ASAM ODSASAM MDF

ASAM規格有効利用！

「協調制御」してる！

※無駄テストはしたくない！
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個別進捗使えるHEX

【全体進捗管理】

議事録担当

6点セットで管理される

反映値 レポート 証拠

ODS 
Linked

CDF MDF

HEX_DB（HEXファイル管理と進捗の見える化） CEA＆LFX
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【 別途検討 】

OLD HEX

統合環境のイメージは出来てるが・・・

機種別
・成果物管理
・Ver＆Revの管理
・進捗管理

Overview

MODEL

Public

Public

データ・ファイル

この部分が対象です
（要件化できる？）
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HEX管理の課題１： Subject of HEX management１

 1対1の関係

＝ HEX Data
Base

 複数の関係性
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各機能ドメイン単位の管理で対応

複数の関係性はエンジニアのがんばりで対応

 複雑な関係性
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カメラ レーダー
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聴覚

振動
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エネルギー系 運動系 認知系 通知系 その他

メータ

車輌統合MG制御 （自動運転）

各機能ドメイン単位で管理を行うのは限界

これは明らかな「課題」です

協
調

制
御

※複数のECUサプライヤーで構成される

← Ver＆Rev管理が必要

← 構成管理＆進捗管理が必要

OEMの役責で推進しなければならない

数年以内

※なんとかやってる状態です

ここは問題ない（出来てるはずです）



Model（FIT）

Domain（Engine）

TYPE（1.5ＬDI）

ECU+ML（＊＊＊＋KN）

仕向け（J SULEV）

HEX&A2L（Ver＆Rev）

MY（14MY）

Change Set（CDF/レポート/・・・）

仕向け（US BIN5/LEV3 ULEV125）

TYPE（1.3L PI）

TYPE（CVT）

Domain（T-Mission）

HEX&A2L（Ver＆Rev）

Change Set（CDF/レポート/・・・）

Brand（HONDA）

TYPE（7DCT）

Domain（Motor）

Domain（Brake）

TYPE（NEW）

TYPE（NEW）
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HEX管理の課題２： Subject of HEX management２

CDF MDF

構成管理やバージョン管理（CM）のテクニックやIT技術が必要になります

CDF MDF

同じモノを反映？

ベースライン手法

J

US

IT技術

※１この構成だと・・・
※２登場人物は分かるが組合せが見えない。
※２構成管理が正しく出来ないと
※２ユーザーオペレーションが大変になる。
※３ドメインどうしの関係性が見たい・・・。
※４進捗が見たい・・・。

表現次数の限界

ドメイン

モデル

バリアント

組合せ進捗
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・DIAX Information
・Trouble Information
・Factory line end
・OTX
・ECU Re program

ODX

・Model Overview
・Schedule
・Feature / Valiant
・Hardware Design
・Hardware BOM

PLM
・DRBFM
・FMEA / FTA
・Sys ML / UML
・Software Design
・Software BOM

ALM

・Test Plan
・Test resource
・Test order
・Meta Data
・Test Data

ODS
・HEX/A2L
・CDF
・Report
・progress
・Minutes

HEX DB

12345-＊＊-＊＊＊-M1

HONDA R&D 4R

担当:鮫澤 承認:青木

ECU No

HEX No ABC.HEX

図面発行

関係性を繋げて見えるが重要（ 二重管理は行わないが鉄則）

TO：Supplier

TO：Service

Market

※テストデータだけではHEXは作れない。
→ HEX作成には上流工程の「成果部」も必要です.

HEX管理の課題３： Subject of HEX management３

HEX

ABC.HEX

・カプラー情報
・ピン配置情報

Linked Dataの仕組み
（情報連携基盤）

リプロ（再マスク）も考えるなら、
ODX連携も必要になります.

【参考】
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HEX管理の課題は多数ありますが

既存規格のODSは試験結果のMDF及びATFXをそれに付随するメタデータとそ
の構造で管理するという領域だと考えます。つまり試験によって出力されるもの
に焦点が当たっています。ODSでも扱うことは可能ですが、アプリケーションモデ
ルがさらに複雑なってしまう“ネガ”を持ちます。

その上で、出力の元となる『ECUのHEX』であったり、パラメータやA2L, FIBEX,
CDF,（CSL）反映などの元に焦点を当てているのが今回の内容になります。

これを実際に標準化の前段階として「要件定義」までを行う「コンセプトワーキン
グ グループ」という位置づけでOEM（Vendor）の方々とミーティングを開催できる
ことを提案いたします。

提案：Proposal
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END

HONDA R&D SAMEZAWA
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Engine因子
・Engineタイプ違い 1.3L,1.5L ２ヶ
・仕向け地違い J,US,EU,南米,アジア,中国 ６ヶ
・装備１ SOHC-PI,DOHC-PI,DOHC-DI ３ヶ
・装備２ アイドルストップ有無 ２ヶ

他の因子
・エアコンタイプ 電動,ENG駆動 ２ヶ
・クルーズコントロール 有り,無し ２ヶ
・T-Missタイプ違い AT,CVT,DCT ３ヶ
・駆動形式違い 2WD,4WD ２ヶ
・Motor 有り,無し ２ヶ
・ガソリン 91RON/91RON（アルコール）/95RON ３ヶ

単純計算で
２×6×３×２＝72バリエーション

HEX管理の課題４： Subject of HEX management４

制御構造にもよりますが、 1ドメインでもHEXのバリエーションが近年大幅に増加している

さらに
7２×？×？・・・・・・ ＝ 大幅に増加
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